
＜第１部＞

「進路講話」

進路指導主事髙橋 香先生

▪ 令和３年度春日部高校大学進学実績をもとに受験
解説をしていただきました。

（安心安全メールのお知らせ「進路講演会の御報
告」記載URLから動画を御視聴下さい。）

＜第２部＞

「パネルディスカッション」

卒業生保護者4名をパネリストにお迎えして

▪ 大学受験のサポートについて。受験を通して進路
選択や生活面でのご子息との関わり方、サポートの
仕方などをお聞きしました。



　◆志望校について

①志望校の決定、夢や職業など

自分の好きな事、やりたい事から大学、学部を選ぶことが大切。

やりたいことに向かって、レベルは下げないほうがいいと思う。

志望校の決定は最後に大切なのは本人の気持ち、親は信じて見守ることが大切。

②最終的に志望校は誰と相談して決定したか

「やりたい事」を叶えるために最終的には本人の気持ちが一番大切。

試験を受けるのも本人、その大学にいくのも本人。

③模試の結果の活用。印象に残ったアドバイス

常にポジティブな言葉がけをしていた。

「模試は模試」一喜一憂しない。

④併願校はいつ頃決めたか。試験スケジュールの関わり方

親子で話し合い、受験する各大学の入試日･入学金の納入日を書き出し、確認しながら決めた。

⑤オープンキャンパスについて

春高Tシャツを着て行くとOBが声をかけてくれる。

士気を高めるために早い段階から参加した。

研究室を自由に見せてくれる。

(オープンキャンパス以外の時でも）大学や周辺の雰囲気を味わうことをお勧め。

　◆学習について

①塾や予備校は通ったか

苦手な教科でなく、得意な教科をさらに伸ばすために通った。

通い始めは1年生～、2年生～と様々。個別→集団塾へ切替えた人も。

通う場合は時間・費用・形態・雰囲気など自分に合った塾選びが大切。

②受験に関わる費用について

私立の入学金は返ってこない

興味関心のある分野の本を購入

③高校１.２年のうちにやっておいて良かったこと

小テスト＝筋トレ、定期試験＝部内戦、模試＝他校と練習試合と捉え真面目に取組んだ。

朝方の習慣ができたこと。

春高主催の「朝、夕の勉強会」や「夏期講習」へ積極的に参加。

日々の読書。

英検、TEAP等資格取得。

　◆生活について

①健康管理で特に気を付けていたこと

早寝早起き、食事管理（彩や栄養バランスに気をつけた）

食事はなるべく一緒に取り、楽しむ時間とし、息抜きさせた。

②本人、保護者のストレス解消法

グループラインで愚痴をこぼした（保護者）

こっそり一人で高級ケーキを食べたり、自分なりのストレス発散方法を探した（保護者）

③コミュニケーションで心がけていたこと

どんなに遅くなっても子どもがひとりで食べる夕食時、食卓に一緒についていた。

子どもの前では、ポジティブに、平常心を心がけた。

鬱陶しがられても、気にかけ、少しでも会話を心がけた。

⑤一人暮らしについて【会場から質問】

18歳成人男子と思い気持ちよく送り出した。

地方の二次試験で大学生協が窓口になってくれたので容易にアパート探しができた。

　◆みなさんへ

４人のパネラーさんからのアドバイス

春高先輩の進路情報や勉強方法、受験校をまとめた資料がとても参考になる。

全て受け入れるのは本人。親が一番の理解者である。黙って受け入れ見守る。

勉強も大事だけど、春高でしか出来ない今も大切に。

勉強時間は力になる。諦めたらそこで終わり。

良く話してコミュニケーションを取ることが大切。

地方への引越し手伝いから自宅に帰ったら、空のスーツケースに息子からの手紙が入っていた。

ご登壇くださった4名のパネリストの方々に心より感謝しております。また、準備･進行を手伝ってくださった先生や学生の皆さんご協力ありがとうございました。
当日は感染拡大防止の観点から一般の方のご参加が叶わずとても残念でしたが、このレポートが皆様の今後のお役に立てたら幸いです。 教養文化部一同
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